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Abstract : Following on from Part 1, this paper reports on the relationship between the anchorage length of the main column 

reinforcement in the top floor and the beam depth, and the relationship between the anchorage length of the main column 

reinforcement in the top floor and the column depth.  

 

１． はじめに 

筆者らは，既報[1]において，柱頭の柱主筋および梁

主筋における定着長さの充足の可否について検討し，

柱主筋および梁主筋ともに定着長さが充足できない事

例が多いことを明らかにした。これらの定着長さの充

足の可否は，架構される梁せいおよび柱せいに影響さ

れるため，本報告では，柱主筋と梁主筋の定着長さの

充足に必要な梁せいおよび柱せいを求め，定着長さの

充足の可否の割合について検討した。 

２． 柱主筋の定着長さを充足するために必要な梁せい 

柱主筋の定着長さを充足するために必要な梁せい

（以下，本文中では必要な梁せいと称する）を Fig.1

に示す。なお，必要な梁せいの算出にあたっては，配

筋指針[2]の表 6.1 に示されているコンクリートの設計

基準強度および鉄筋の種類に応じた定着の長さ，設計

かぶり厚さ 50mm および梁上端主筋とあばら筋の径を

考慮して求めている。また，図中には，定着長さを不

足・充足する割合を付記している。 

梁上端主筋が一段筋の場合，定着長さを充足できる

割合は，直線定着で 16.9％（42/249 件），フック付き定

着で 24.5％（61/249 件）となり，定着長さを短くでき

るフック付き定着の方がわずかに多くなった。また，

全体的な傾向としては，必要な梁せいが大きいほど，

定着長さを充足できる割合が少なくなり，設計段階に

おいて，鉄筋の定着長さを考慮した梁せいの設計がな

されていない可能性が考えられる。鉄筋の呼び名 D25

に着目すると，定着長さを充足できる割合は，設計基

準強度が大きくなると多くなった。これは設計基準強

度に応じて定着長さが異なり（SD345 のとき，Fc24～

27N/mm2で 35d，Fc30～36N/mm2で 30d），設計基準強

度が大きい方が必要な梁せいが小さくなるためと考え

られる。 

また，紙面の都合上図示していないものの，梁上端

主筋についても同様に定着長さを充足できるものの割

合を求めると，直線定着で 31.8％（74/233 件），フック

付き定着で 41.6％（97/233 件）となり，一段筋の場合

に比べて定着を充足する割合がわずかに多くなった。

これは，梁上端主筋を二段筋にするにあたって，梁上

端主筋の一段筋と二段筋のあきを確保するために，梁

せいを大きく設計している可能性が考えられる。 

３． 梁主筋の定着長さを充足するために必要な柱せい 

梁主筋の定着長さを充足するために必要な柱せい（以
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a. Case of Single-Layer Main Reinforcement at the top of Beam 

Fig.1 Beam Depth Required to Satisfy the Anchorage Length of the Column Main Reinforcement 
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下，本文中では必要な柱せいと称する）を Fig.2 に示す。

なお，必要な柱せいの算出にあたっては，２．と同様

に求めている。 

梁上端主筋が一段筋の場合，定着長さを充足できる

割合は，フック付き定着で 63.8％（180/282 件），柱内

折曲げ定着で 100％（282/282 件）となり，柱主筋の定

着よりも充足する割合が多くなった。また，フック付

き定着の全体的な傾向としては，柱主筋と同様に，必

要な梁せいが大きいほど定着長さを充足できる割合が

少なくなり，同一の鉄筋の呼び名のとき，設計基準強

度が大きくなると定着長さを充足できる割合が多くな

った。 

一方，梁上端主筋が二段筋の場合，定着長さを充足

できる割合は，フック付き定着で 27.0％（47/174 件），

柱内折曲げ定着で 63.2％（110/174 件）となり，一段筋

の場合に比べて定着を充足する割合が少なくなった。

これは，梁上端主筋が二段筋の場合，折り曲げた梁主

筋同士のあきの確保が必要となり，必要な柱せいが大

きくなったためと考えられる。 

４． まとめ 

本報告では，柱主筋と梁主筋の定着長さの充足に必

要な梁せいおよび柱せいを求め，定着長さの充足の可

否の割合について検討した。今後は，柱主筋と梁主筋

の干渉，柱主筋のフック部同士の干渉について検討し

ていく予定である。 
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b. Case of Double -Layer Main Reinforcement at the top of Beam 

Fig.2 Column Depth Required to Satisfy the Anchorage Length of the Beam Main Reinforcement 
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